
関係別ホワイトデーおすすめの贈り物 ３月が旬の食材

※因みに今年の女性から男性へのバレンタインデーのプレゼントの
相場は￥2,000-だったそうです。予算決めの参考にしてみてください。

3月14日はホワイトデーです。男性がチョコレートをもらった女性にお返しをする日
ですが、職場や親族、友人、恋人、どの人にどんなお返しをすればよいか悩んでしまい
ませんか？そこで今回はランキングではなく、関係別でお勧めのホワイトデーの贈り物
をご案内したいと思います。
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ホワイトデーのお返しの定番はスイーツ！2012 年お取り寄せランキング1 位

今年はこのキャラクターなら外しません！可愛さと美味しさを兼ね備えた 1 品
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昨年9月より本格稼働となった『足場王レンタル』ですが、ご利
用頂いているお客様からは大変ご好評を頂いております。
ですが、ご利用頂く中で一部資材が欠品してしまい、ご迷惑をお
かけした時期もございました。ですが、既に資材の補充は完了させ、
ラインナップ資材については全てご要望数量をお出し出来る状況
が整っております。既にご利用頂いているお客様、これからご利
用をお考えのお客様、資材量が十分なこのタイミングをお見逃し
なく、是非ご利用をご検討下さい。
更に、ご利用中のお客様からの要望にお応えし、表題にある通り
3月からは『先行手すり』が新しく加わります。今後増える事が
予想される公共関係の工事では、まさに必須アイテムとなります。
ただし、この資材については数に限りがございます。以前からお
問い合わせを頂いているお客様におかれては、入荷をお待ちの方
もいらっしゃる為、数の関係上、タイミングによってはお出し出
来ない場合もあります。他資材同様、お早目のご検討・お声掛け
をお待ちしております。
※レンタル可能数・金額については各担当スタッフまでお問い合
わせ下さい。

３月が旬の食材は7品目で、野菜はクレソン、ぜんまい、たけのこ、三つ葉、
アスパラガス、果物はいちご、藻類はひじきです。利尿作用の高いクレソ
ン、ぜんまい、たけのこ、ビタミンＣが豊富ないちごも甘みを増し、春の
海では鉄分豊富なひじきがおいしくなり、海・山・里ともに食物センイが
豊富な食材が登場する嬉しい季節です。更に３月は春の到来と共に、山野
では苦みを持った山菜があちこちで顔を出すようになります。これら苦み
を持つ植物は、私たちの体に溜まった老廃物を外に排泄し、更に体の熱を
冷まして胃腸を整える働きも持っています。
様々な技術の進歩に伴い、一年を通じ各季節の食材が手
に入る時代ではありますが、旬の食材には私たちの体を
活性化してくれる様々な効能があります。寒い冬も間も
なく終わります。暖かくなる季節を迎えるにあたり、旬
な食材の力を借りて体のリフレッシュをしてみては如何
でしょうか？

建設業界大手･準大手ゼネコン24社の第三四半期（2012年 4月～12月）累計決算が発表され、建築受注は24社中18社が前年同期を上回り、24
社合計でも前年同期比で5.0％増となりました。その要因として、震災復興需要がロングランで続いた上、中央道笹子トンネル事故を受けて緊急点検と
対策工事が入り、建設需要が底堅かったことが各社の共通認識になっているようです。
このように好調が続くゼンエコン各社ですが、来年度はアベノミクスの財政出動（公共投資）により、これまで以上の公共投資が期待できるため、各社
とも今年度を大きく上回る目標を掲げるようです。また公共事業だけでなく、消費税率が5％から8％に引き上げられることで、『増税前に新築住宅の駆
け込み需要が発生する』と予想されていることもプラス要因としてあげられており、契約時期や入居時期の期限から、この春から夏にかけて大きな山が
くると見られています。そして消費税が10％に上がる2015年 10月以降完成のマンションまで今年の駆け込み需要に加わってきたとすると、さらに
需要は盛り上がり、マンションの建設需要も長く続くことになります。つまり建設業界は、アベノミクスだけでなく消費増税により需要拡大を引き起こし、
そこに住宅ローン減税の拡大や相続税関係の生前贈与の制度改正、住宅取得補助金などが加われば、政策効果から建設需要
はさらに高まっていくはずです。
上記のような状況は私たち足場業界の者にとっては非常に喜ばしい事です。しかしその反面では、急激な円安により原油価
格（ガソリン価格）の値上りしたように、輸入頼りになっている仮設資材等の鉄鋼製品価格が上がる事も囁かれています。
もしそうなると値上がり前に足場資材の駆け込み需要が発生し、毎年恒例となっている『秋の資材不足』という状況が春先
に生まれるかもしれません。
補正予算による公共工事の発生や増税前の駆け込み需要、復興の本格化など建設業界にとって先行き明るい現状ではありま
すが、その現場も受注出来なければ意味をなさなくなります。3月末以降、資材が手に入りづらくなる事も十分に予想でき
る為、来たる大きな需要に備え、いち早い準備をお勧め致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設通信新聞・Economic News　参照）

アベノミクス、円安による建設業界への影響

レンタル資材に『先行手すり』が新登場！

平成25年2月28日発行

Vol.39


